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朝
あさくら

倉　国
くにかつ

勝  議員

生産原価低減の推進は

研究し推進していく

農
業
振
興

問　
7
年
度
の
水
田
面
積
に

対
す
る
稲
作
栽
培
面
積
は
。

商
工
農
林
課
長　

水
田
面
積

２
０
９
・
15
㏊
に
対
し
稲
作

栽
培
面
積
は
１
１
１
・
13
㏊

で
、
約
53
・
1
％
と
い
っ
た

状
況
で
あ
る
。

問　
7
年
度
の
転
作
品
目
と

面
積
は
。

商
工
農
林
課
長　

麦
が
18
・

89
㏊
、野
菜
類
12
・
97
㏊
、飼

料
用
米
が
1
・
85
㏊
で
あ
る
。

問　
離
農
者
が
多
く
既
存
組

織
の
維
持
が
難
し
い
。
対
策

の
考
え
は
。

町
長　

交
付
金
制
度
を
活
用

し
、
外
部
団
体
や
業
者
等
へ

の
委
託
も
可
能
で
あ
る
の

で
、
集
落
や
組
織
に
対
し
周

知
し
て
い
く
。

問　
新
技
術
の
普
及
に
よ
る

生
産
原
価
低
減
の
推
進
は
。

商
工
農
林
課
長　

新
し
い
栽

培
方
法
や
新
技
術
の
導
入
な

ど
に
よ
り
生
産
性
向
上
や
効

率
化
が
図
ら
れ
、
コ
ス
ト
が

削
減
さ
れ
る
。
今
後
も
関
係

機
関
や
関
係
団
体
と
連
携
す

る
中
で
、
取
り
組
み
を
研
究

し
推
進
し
て
い
く
。

有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て

問　

緊
急
銃じ
ゅ
う
り
ょ
う
猟
の
対
応
に

向
け
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成

状
況
は
。

商
工
農
林
課
長　

環
境
省
か

ら
示
さ
れ
た
緊
急
銃
猟
に
伴

う
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
従
い
、

現
在
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
を

進
め
て
お
り
、県
や
警
察
、猟

友
会
な
ど
と
協
議
を
行
っ
て

い
る
。
完
成
後
は
連
携
手
順

を
確
認
す
る
た
め
の
机き
じ
ょ
う上
訓

練
や
実
地
訓
練
を
行
う
。

　

7
月
13
日（
月
）松
本
市
キ
ッ

セ
イ
文
化
ホ
ー
ル
に
て
、
長
野

県
町
村
議
会
議
長
会
主
催
に
よ

る
議
員
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

研
修
会
に
は
、
長
野
県
内
の

町
村
議
員
等
が
参
加
し
、❶「
地

方
財
政
の
課
題
と
議
会
に
求
め

ら
れ
る
役
割
」で
は
、地
域
社
会

課
題
に
対
し
何
を
残
し
何
を
見

直
す
の
か
、
優
先
順
位
と
意
思

決
定
が
求
め
ら
れ
選
択
す
る
議

会
へ
❷「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
根

絶
に
向
け
て
」で
は
、議
会
は
社

　

8
月
28
日（
金
）東
京
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ 

Ｃ
Ｕ
Ｂ
Ｅ 

Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｂ
Ｕ
Ｙ

Ａ（
渋
谷
公
会
堂
）に
て
、
全
国

町
村
議
会
議
長
会
主
催
に
よ
る

研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
❶
住
民
と
議
会

を
つ
な
ぐ
広
報
デ
ザ
イ
ン
術
～

ね
ら
い
と
効
果
～
❷
議
会
広

報
誌
の
ビ
フ
ォ
ー
ア
フ
タ
ー
～

紙
面
を
見
直
す
、
効
果
的
な
テ

ク
ニ
ッ
ク
～
❸
議
会
広
報
の
取

り
組
み
～「
読
ま
れ
る
」
議
会

だ
よ
り
を
目
指
し
て
～
を
聴
講

し
、
紙
面
の
要
素
を
洗
い
出
し

会
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
を
促

進
す
る
立
場
で
あ
り
、
起
き
な

い
議
会
環
境
を
つ
く
る
事
が
必

要
で
あ
る
と
聴
講
し
ま
し
た
。

な
が
ら
ま
ち
の
空
気
を
編
集
す

る
考
え
方
に
つ
い
て
学
び
ま
し

た
。
住
民
と
議
会
を
つ
な
ぐ
議

会
報
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。
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